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’挿絵からみたルター聖書とメーリアン聖書
波 田 節 夫
さきに日本ゲーテ協会刊行の『ゲーテ年鑑』第12号（1970）に，『ゲー
テとメーリアン聖書』と題して論文を発表したが，枚数制限の為， メーリ
アン絵入り聖書の234枚の挿絵中僅か2枚について詳述しただけにとどま
った． 2枚の銅版画の印象から直ちにメーリアン聖書全体の特徴及びそれ
がゲーテに及ぼした影響について論じることは鶴膳されたので， メーリア
ン聖書のその他の挿絵については「又次の機会に譲りたい」旨記しておい
た．今その機会を得たのでメーリアン聖書のその他の挿絵について書きた
いと思う．上述の『ゲーテ年鑑』第'2号所載の論文の続篇としてこの論文
を読まれるようお願いする．
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ルターが最初の独訳新約聖書を出版したのは1522年9月であるが，｜日約
聖書の独訳は一度にではなく，三度にわけて出版され，両方が一巻にまと
められて「聖書全訳」として出版されたのは，ようやく1534年のことであ
る． これが所謂ルター聖書と呼ばれるもので，ルターはその後絶えずこれ
に加筆訂正を加えた． この改訂は彼の死の前年の1545年迄続けられたの
で， この1545年版のルター聖書が彼の聖書に対する意図を最終的に示すも
の，即ちルター聖書の決定版となった．改訂に際してルターの眼は単に文
字にだけ向けられたのではなく，挿絵にも向けられ，それに色々の変更力蛍
加えられた'．それ故1545年版のルター聖書（以下単に『ルター聖書』と記す）
は，そのドイツ語がそれ以後のドイツ語にとって規範となったように，そ
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の129箇所にかかげられた122枚の挿絵も(数枚は重複して使われている)，
又それ以後の聖書の挿絵の規範となった． メーリアン聖書の場合も又その
例外ではない.2従って『ルター聖書』の挿絵とメーリアン聖書の挿絵と
の比較検討は自ら後者の挿絵の特徴を明らかにするであろう．
さて， メーリアン聖書の挿絵を『ルター聖書』の本文の間に挿入された
122枚の版画と比較するに先だって，この二折判聖書の題扉に印刷されて
いる版画について言及しておきたい．なぜなら先ず最初に読者の目につく
題扉にどのようなものが描かれていたかを知ることによって，挿絵全体に
ついてではないが，その一部について， どのように画き，描くべきかを自
分で指示した， と伝えられているルターが,3自分の聖書の読者にどのよ
うな第一印象を植えつけようと考えていたか，本文を開く前に彼らにどの
ような予備知識を与えようとしたかが推測でき，そこに示された意図に基
づいて本文の挿絵も作製されたであろうと考えられるからである．
「聖書全訳」という表題が示されている題扉中央の四角い文字の書かれ
た部分(15.4cm×11.5cm)をかこむ上下左右の空間（上側の幅5.7cm,下側の
幅9.8cm,左側の幅4.3cm,右側の幅4.6cm)は，扉中央の下端から真直ぐに上
端にのびている一本の木の幹によって左右に二分されている． この幹はか
なり太いので，表題が書かれている中央の四角い文字の部分は， まるで幹
に打ちつけられた立札のように見える．中央の文字の部分の上につき出て
いる幹から左右に枝が出ているが，左側の枝は枯れて丸坊主で，右側の枝
だけに葉ｶﾐしげっている．この幹で二分された扉の左の部分には1日約聖書
の世界が， 右の部分には新約聖書の世界が図示されていることから推せ
ば，旧約の世界は冬のように不毛で，新約の世界こそ緑したたる爽やかな
世界だということをこれによって暗示しようとしたのだろうか．左側の枯
枝の横，従って扉の左上端に神がいるj重々しいガウンを身にまとい，地
球のような球体の上に腰かけ，大きな膝掛けをしている． しかし眼は地上
を見ていないで，真正面を見ている． ただし彼の右手は下を指さしてい
’
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Iる． そして左手は肱の所で曲げて上を指さしている． 神の頭から光が発
し，又球体の坐席全体からも光が発している．そして輝く彼のまわりは雲
でとり囲まれ,その雲の中に翼のあるケルビム達がいるので，神はこの天
使たちに取り囲まれたかっこうになっている．天使たちの中の二人は－
左右に一人づつ－長いラッパを吹いている．そのラッパにはそれぞれ大
きな旗が結びつけられていて，僅かに風にたなびいている． この雲に囲ま
れた神の下にシナイの砂漠で「青銅の蛇」をかかげたユダヤ人の陣営が描
かれている． 「さて， ホルの山からテントをはずして,」一と「民数の書」
第21章4－9節に述べられている－「み民はエドムの領土を迂回し，
よしの海のほうにむかったが，途中でかんにん袋がやぶれ，主とモイゼと
を非難し， 『なぜわれわれをエジプトからみちびきだしたのか？ われわ
れをこの荒れ野で死なせるためだったのか？ここには，パンも水もない，
あんな軽いたべものにはあきあきした！』／そこで主は， み民にたいし
て，み民を噛む， もえる蛇をつかわした． 〔このため〕 イスラエルのなか
の多くの人々が死んだ． するとみ民は， モイゼのところにきて， 『主とあ
なたとを非難して，われわれは罪をおかした． この蛇を，われわれから遠
ざけてくださるようにと，主に祈ってください』といった．モイゼがみ民
のために祈ると，主は， 『もえる蛇をひとつ作って，旗じるしのうえにつ
けなさい．噛まれてから，それを眺める人は，みな生きるだろう』とおお
せられた．モイゼが青銅でへびを作り，旗じるしのうえにつけると，蛇に
かまれたものはみな， この青銅の蛇を眺めて，生きるのであった.」4
この「旗じるしのうえにつけ」られた「青銅の蛇」に向って脆いて祈っ
ている男が二人，立ったまま手を合わせている男が一人，傍で蛇に噛まれ
たり，死んだりして地面に倒れている男が三人， そして傍観者が一人い
る．六匹の蛇が地上をはっている． そしてテント張りの野営地の彼方に
は嶮しい禿山が誉えている． その下，即ち表題の書かれている文字板の左
側に林檎の木をはさんでアダムとイブが立っている．アダムはイブから林
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檎を受取っているが，彼らは既に手にした小枝で前をおおっている．林檎
の木には蛇がまきついていて，イプの方へ首を傾け，舌を出している．そ
れとも話しかけているのだろうか．背後はただ遠くに林が描かれているだ
けなので，野原の真中に林檎の木が一本ぽっんと立っているだけで，豊饒
な楽園という感じは全くない．動物たちの姿もみえない．その下，即ち扉
の左下の 9.8cm幅の所にかなり大きく，骸骨姿の死と枢機卿の帽子をか
ぶった蹄足の悪魔が描かれていて，腰のまわりをまとっただけの裸の男を
地獄の火の中へ追いたてている．死は短剣をつきつけて，悪魔は熊のよう
に毛深い，大きな鉤爪のある前足（或は両手）をあげ，大きな口をあけて
襲いかからんかなの身構えで，男を追いたてている．双手をあげて逃げて
行く男のすぐ前にある地獄の火の中には，僧侶と法王ともう二人，よく判
別できないが顕をはやした男と禿頭の男の合計四人が火に苦しめられてい
る．火の勢はすさまじく，焔の舌が柱のように四人のまわりを取囲み，そ
の黒煙は中天に及んでいる．火の明るさの為に裸身の男の足許にも，悪魔
や死の足許にも，地獄と反対の側に影が出来ている．死と悪魔の右，即ち
真中に登えている木の幹のすぐ左の前景に判決を下す人達がいる．一人は
無帽で，手にモイゼの十戒を記した石板をかかえ持ち，もう一人は帽子を
かぶり， オコジョの毛皮の襟をつけている．彼らの背後に更に四人いる
が，頭の一部と帽子のはしが見えるだけである．その後は森だが，そこへ
至るまでの地面は石ころだらけで，僅に一番手前の裁き手たちの足許に草
が生えているだけである．
次に扉の右の部分にうつると，先ず表題の文字板の上の部分，即ち緑の
枝の横にマリアの受胎告知の図とキリストの誕生を羊飼たちに告げる天使
が示されている．雲とその中にいる天使にかこまれた光り輝くみどりごキ
リストから山頂に立って祈っているマリアに向って幾条かの光線が走って
いる．みどりごキリストは自分と同じ位の大きさの十字架を背にして空中
を泳いで地上のマリアに達しようとしている．しかし祈っているマリアは
-4-
上体をうんと後にそらし，爪先にまで及ぶ長い，壁の多い服を着ているの
で，既に身籠っているように見える．キリストの誕生を羊飼たちに告げる
天使は，聖書には「主の天使」 （ルカ2.10）としるしてあるが， ここでは
長いガウンをまとって空中を，地上の羊飼たちの方へ向って，頭を下にし
て泳いで来ている．マリアに向って空中を泳ぎ下るみどりごキリストと同
じ恰好である．但しこの「主の天使」は翼がない．そして両手に銘帯のよ
うな長いものを拡げ持ち，羊飼たちに示している．その銘帯には何も書か
れていないが，実際はそこにみどりごキリストの誕生がしるされていて，
それを羊飼たちに示しているのであろう． しかしこの場面は聖書に記され
ているような夜の場面として描かれていない.5羊飼の一人は脆いて両手
を合わせて， もう一人は立ったままで， 「主の天使」を見上げている．彼
らの傍には番犬が一匹，少し離れた所には羊の群がいる．みどりごキリス
トを囲む雲の右隣に昇天するキリストの足の部分だけが雲にかこまれて示
されている．その両方の甲には礫刑の際の傷口が認められる． この足も光
り輝いているが，それを囲む雲には，他の場合のようなケルビムの姿はな
い．
マリアの立っている山の下，即ち表題の記されている文字板の右側は，
左側の人類の堕罪に対するものとして，キリストの復活が描かれている．
墓の前に復活したキリストが，処刑された時のままの裸身に一枚の大きな
布を肩からはおって，立っている． しかし彼の眼は天を仰いでいなくて，
足下に踏みつけている死と竜の方に注がれている． というのも竜の方がキ
リストの足をはねのけて起き上ろうとしているので，キリストは手にした
旗竿の先で竜を押さえつけているからである．頭や口はとても大きいｶﾐ，
全体としてはほぼ人間と同じ位の大きさの竜が反抗の姿勢を示しているの
に反して，骸骨姿の死は完全に踏みつけられたままである．扉の左側の枢
機卿の帽子をかぶった悪魔が上半身は熊，顔はゴリラの様で，蹄足であっ
たのに対して，聖書では悪魔を意味するこの竜は，たてがみがあり，太い
???‐???
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’胴が次第に細まって蛇尾に終っているにも拘らず，ゴリラの様にごつい顔
と熊のような上半身を持っているので悪魔と同じ印象，即ち毛深い熊のよ
うなという印象を見る者に与える． しかし竜について当時考えらていた特
性，即ち大きな翼を持ち， 口から火をはくという特性6は描かれていない
で，力はあるが愚鈍な熊のような存在として，又常に死と二人づれで描か
れている点， ルターの悪魔や竜に対する考え方を示すものとして興味深
い．
復活したキリストはただその頭部だけが輝いている．その下，即ち扉の
右隅に十字架につけられた痛ましいキリスト像が示されている．荊冠のま
わりからは光が発している．十字架の下に，十字架のしるしの入ったキリ
スト教会旗をもった小羊が一匹いる．十字架の前，即ち扉を二分する中央
の木の幹の右側に腰に布をまとっただけの男が一人立っていて，手を合せ
て祈っている．その横に洗礼者ヨハネが毛皮の衣をきて立ち，十字架を指
さしてその男に示している．十字架にかけられたキリストの右脇腹から血
がその裸の男の胸部に向って真直ぐ降り注いでいる．そして聖霊の象徴で
ある鳩が彼の方へ飛来しつつある． この男と洗礼者ヨハネと十字架の背後
はこんもりと繁った木立でおおわれている．その木立までの地面も扉の左
側下の地面と同じく石ころだらけで，片隅に僅かに草がのぞいているだけ
である．
以上が「ルター聖書』の題扉の版画のすべてである． これを『ルター聖
書』の挿絵に関する予備知識として，以下，その本文中の挿絵とメーリア
ン聖書のそれを比較してみよう．
先ず神の描き方について． これについては既述の論文『ゲーテとメーリ
アン聖書』の中で「もえあがっているやぶ」 （出エジプトの書3．1－5）の場
面のホルバインとメーリアンの挿絵を比較した際に， ホルバインは神を人
物として描き， メーリアンは太陽を連想させる輝く幾何学図形として描い
たことを指摘したが,7『ルター聖書』にもホルバインと同じ描き方が認
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められる． しかしホルバインの神が単に長い顎鬚を生やし， ドミニコ派修
道僧を思わせる簡素なガウンを着て，服装の点で地上のモイゼと大差が認
められないのに反して， 『ルター聖書』の神は厚い布地をたっぷり使って
作られた壁の多い長裾長袖の衣の上に，皇帝の戴冠式のマントをはおり，
頭に冠をいただき，手に王笏と国王の権力の標章である十字架のついた地
球儀(Reichsapfel)を持っている．文字通り神の国の王として描かれてい
る．例えば「カインとアベル」の挿絵の中の神がそうである．即ちその部
分の聖書には次のように述べられている． 「エヴァは身ごもってカインを
生み…つぎにその弟アベルをも生んだ.アベルはひつじ飼いとなり， カ
インは，地をたがやすものとなった／日をへてのち， カインは地の作物を
主に供えものとしてささげ，アベルもまた，ひつじのういごを，あぶらみ
とともに， ささげた． さて，主は，アベルとその供えものをかえりみられ
たｶﾐ，カインとその供えものとをかえりみられなかったので， カインはひ
じようにいきどおり，顔をふせた／『なぜいきどおっているのか？ なぜ
顔をふせたのか？ あなたの行ないがよければ，顔を高くあげてもよいの
ではないか？ だが，あなたの行ないが悪ければ，罪は，待ちぶせする悪
魔のように門のまえに立っている． かれは， あなたを占領しようとする
が， あなたはかれを支配せねばならない』 と主はおおせられた／カイン
は，弟アベルに， 『野原にいこう！』 といい， 野原にいるとき，弟アベル
にとびかかって殺してしまった．主がカインに『あなたの弟アベルはどこ
にいる？』とおおせられると， 『知りません．私は弟の番人でしょうか？』
とカインは答えた．主はいいくわえて， 『何をしたのか？あなたの弟の血
が地から私に呼びかけるのだ！ さて，あなたは，あなたの手から，あな
たの弟の血をうけるために口を開いたこの地によってのろわれたものだ！
あなたが地をたがやしても， 地はもう， あなたのために作物をあたえな
い．あなたは，地をさまよい，追放者となるだろう』とおおせられた.」
（創世の書4.1-12）「なぜ顔をふせたのか」とカインに詰問する「主」は
I
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長い鬚をはやして，挿絵の右上の雲間から前述のような服装で地上のカイ
ンとアベルを見下している．題扉の神のように光は放っていないが，マン
トの裾が大きくひるがえっていて， 彼の姿に一段と威厳をそえている．
『ルター聖書』にはこのような威厳のある「主」が16箇所に描かれていて，
いずれも豪著なマントに身をくるんでいる．マントだけで王冠も王笏も-|－
字架の付いた地球儀も持たずに描かれているのは僅か5箇所で，それ以外
はそれらの全部或は一部を持って描かれている. P.マインホルトはルタ
ー聖書の挿絵の特徴にふれて，彼以来「聖書の挿絵は一切の装飾的美学的
目的を失うた｣8といっているが，そのような新しい，簡潔な挿絵を描かせ
たルターにとってこれらの王冠やマントや王笏は「装飾的美学的目的」の
為ではなくて，神の国の王として「主」を描くのに欠かすことの出来ない
附属品だったのである．従ってメーリアン風の太陽を連想させる輝く幾何
学図形の神など彼には決して思い浮ばなかったにちがいない．
一方， メーリアンが活躍した17世紀前半はバロックの時代，目を楽しま
せるオペラ的なもの，仰仰しい，威風堂々たる， きらびやかなものが好ん
で描かれた時代である． このことを考え合わせれば， メーリアンの幾何学
図形の神という描き方には,G.F・ハルトラオプがメーリアンの中世を題材
にした銅版画について指摘していること，即ちそれらは「かなり注目に価
する非バロック的要素を持っている｣9が当嵌まるであろう．ところがこ
の中世をはるかに飛び越えた旧約聖書の世界の「カインとアベル」の挿絵
では，彼は太陽を連想させる輝く幾何学図形の神はおろか，空には雲以外
に何一つ描き込んでいないのである．挿絵の前景の左下に，アベルの上に
馬乗りになったカインが左手で弟の肩を押えつけ，右手でサムソンが千人
もの人を打ち倒したというあのろばのあご骨をふりあげている.10アベ
ルは既に顔をのけぞらせ，断末魔の形相である．彼らのすぐ背後には画面
の上端の半分以上をおおう大木が枝を拡げ，その影を前景全体に投げかけ
ている．その後はなだらかな右下りの斜面で，あちこちの木蔭に羊たちが
’
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いる．斜面の中程，丁度画面の中央やや下あたりに前景の人物の八分の一
程の小さなカインが祭壇の前に脆き，天を仰いで両手を広くひろげてい
る．祭壇の上の地の作物から煙がのぼっているが，それは横にたなびいて
天に達していない．そこから少し右手下の斜面にアベルの祭壇があり，ア
ベルが祭壇の前に脆いて天を仰ぎ，手を合わせている．彼の供えものの煙
は真直ぐ上昇しているが，その煙の上には高く広い空と識く雲しかない．
長い斜面のつきた所に森があり，森の向うは大きな河で，それは支流を合
せながら，河畔のこんもりした森の影を水面に映しながら，ゆるやかに背
景の方へ流れて行く．その向う遙か彼方に山が連なり， メーリアンの故郷
のライン河畔のバーゼルからアルプスを望む風景を思わせる風景がひろが
っている.'1斜面の上端，即ち画面の左側の後は木立で，その間を兎が一
匹走っている．前景左下のカインのアベル殺害の図を除けば，祭壇わきの
カインとアベルは大いなる自然風景の中に完全に溶け込んでしまう．大河
と森，羊のいるなだらかなスロープと遠く費える山々，それらの上に高く
広くひろがる空と蕊く雲， それらの中ヘアベルの供物の煙は真直ぐのぼ
り，拡散して行くのである．従ってもしカインやアベルに話しかける神が
いるとすれば，彼はこれらの自然風景そのものの中以外にはいないことに
なるであろう．
勿論メーリアン聖書の中にも『ルター聖書』同様，王冠をかぶり，王笏
や十字架のついた地球儀をもった神が描かれている箇所がある． しかしそ
れは「私は，主がすぐれて高い坐にすわっておられるのを見た」 （イザヤの
書6.1）とか，「私が． ． ．ふり返えってうしろを見ると，七つの金の燭台が
あった．そして燭台の間に，人の子のようなものがおられた」（黙示録1.12
-,3）とかのように，聖書の本文中に具体的な神の様子の記述のある場合
に限られ，そのような制約のない箇所では輝く幾何学図形の神か或は「カ
インとアベル」の場合のように何も描かれていないかである．後者のよう
なやり方が見られるのは，大魚に呑み込まれながら主の命により三日後に
－9－－
岸に吐きだされたヨナの奇蹟の挿絵， 「まぼろしでうけた神のおつげ」
(ハバククの書1.1)をつげる預言者ハバククの説教の挿絵，同じく神のみこ
とばが下った預言者ザカリアの説教の挿絵（ザカリアの書9.9）及び「ヨハ
ネによる聖福音書jの著者，使徒ヨハネの挿絵の四箇所に於てである．そ
れらの挿絵では『ルター聖割が神を描いている所に広々とした自然の風
景が描かれている．神に代って自然の風景が君臨しているのである． この
差は『ルター聖書』の読者とメーリアン聖書の読者に大変違った印象を与
えるであろう.特に大人の世界の偏見にまだとらわれていない年少の読者，
就中絵画に強い興味をもった少年ゲーテのような子供にはそうである．常
に人間界の背後に静かに横たわって， じっと前景の人間たちを見つめてい
るメーリアンの銅版画の風景について,G.F.ハルトラウプは「この生れな
がらの風景画家の感覚と記憶は，パウル・ゲルハルト (PaulGerhardt)の
宗教詩のような誠実さと信心深さをもって自然を抱いた」 と言っている
が,1sこれは適切な指摘である．例えばパウル・ゲルハルトは次のように
歌う．
??????????????????
｜
朝の祈り
金色の太陽は／喜びと歓喜にみち／その輝きをもって／遠い
われらにもたらす／心を爽やかにする，愛らしい光を／私の頭と
肢体は／横になっていた／しかし今／私は立上る／元気に心楽し
く／顔をあげて空を眺める．
私の目は見る／神が己が名誉の為／われらに己が力の如何に
大きく力強いかを教える為に／造られたものを／そしてそこへ信
心深い者らは行くのだ／穏かにここから／この地上のはかない胎
内から／立去る時．
－10－
さあ歌おう／創造主に捧げよう／われらだけが持つ／財産と
贈物を／すべては神に供えられるべきだ／最良の財産はわれらの
心情／感謝の念に満ちた歌々は／煉香と雄牛／神の最も喜ばれる
もの．
｜
’
夕と朝は彼の領域／祝福し，ふやし／不幸をふせぐのは／彼
だけの仕事；彼だけの業／われらが身を横たえる時／彼は起き／
われらが起きる時／彼はわれらの上に／慈悲の光を昇らせる．’
私はあなたのいる／彼方の高みへ／私のすべての気持を高め
た／私の始めを／淀みな,く幸せに行なわせ給え．． 、'4
この「顔をあげて空」に「眺め」られる「金色の太陽」からメーリアン
の太陽を連想させる輝く幾何学図形の神迄は，ほんの一歩である.'5広大
な,調和した美しい自然風景そのものの中に神が遍在し,その中にあらわれ
ているとすれば， どうしてわざわざ王冠をかぶり，王笏をもった小さな神
を，遠近法を乱してまで，描き込む必要があるだろうか．逆に言えば『ル
ター聖書』は神を人物として描くが故に，それ以外のものは，例えそれが
どんなに美しい自然風景であろうとも，描く必要はないのである．何故な
ら神自身より美しいものは存在しないからである．従って『ルター聖書』
の読者はその挿絵から， メーリアン聖書の素朴な読者のように， 自然への
畏敬乃至は自然への憧慢を感じることは全くなかったであろう． 「元気に
心楽しく／顔をあげて空を眺める」ことはなかったであろう． メーリアン
聖書の愛読者の一人であった少年ゲーテも又，その挿絵から大いなる自然
への畏敬と憧慢を感じとり，それが彼の生涯にわたる自然への強い関心の
芽となったのである． 『ルター聖書」 とメーリアン聖書が読者に与えるこ
のような相違は両聖書の「サロモンの神殿」の挿絵を比較すると更に明白
’
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’になる．
「列王の書上」第6章2－38節には次のように述べられている．「サロ
モン王が，主のために建てた神殿は，長さ六十キュビット，幅二十キュビ
ット，高さ三十キュビットであった．神殿の本堂に面した，前の廊は，神
殿の幅の方向に二十キュビット，神殿の長さの方向に十キュビットであっ
た． 〔王は〕神殿の正面とわきとに，窓をつくった． 神殿の壁のまわり，
本堂と至聖所の横に脇屋をつくり，それを数階に区切った．下の階は，幅
五キュビット，中の階は,幅六キュビット，第三階は，幅七キュビットで
あった．なぜなら,〔王は〕本堂の壁に〔梁を〕入れないようにするために，
本堂の壁の外側をつくるときに，各階に相応して幅をせばめてつくるよう
にしたからである． ． 、下の階への入りぐちは，神殿の右がわにあった． ら
せん階段で中の階に通じ， そこから第三階にのぼるようになっていた．
〔王は〕糸杉の梁で格子を組み，格天井をつくった． 〔王は〕神殿のまわり
の脇屋は’一階ごとに五キュピットの高さにし，糸杉の梁で神殿につけた
・ ・ ・神殿の床はぜんぶ，奥の間〔の床〕も外の間〔の床〕も金でおおった
． ． ・本堂の入りぐちはオリーヴの木でつくり，かまちと脇柱とで四角形に
なるようにした．糸杉の木でつくったふたつの扉は，一方の扉が，折れま
がるふたつの部分からなり，他方の扉も，折れまがるふたつの部分からな
っていた． そのうえに， ケルビムとしゅろと， 咲いている花の模様を刻
み，そのうえにぴったりと金を張った／それから，中庭をつくり，そのか
こいとして，切り石を三重にかさねたうえに糸杉の板をのせた／四年目，
ズィヴの月に，主の神殿の土台がおかれ，十一年目，第八の月にあたるブ
ルの月に，神殿の建築は，各細部も全体も， ともに完成した.」神殿の内
部についても聖書は詳述しているが，挿絵はその外観を描いているので，
その部分は省略する．
さて， 『ルター聖書』の挿絵は長さ三十米（一キュビット＝約50cm),幅
十米，高さ十五米に及ぶ巨大なサロモンの神殿の本堂をそれに「面した前
｜
llI l
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｜
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’’ の廊」と三層の「脇屋」と共に，正面斜め下から見上げる角度で画面一杯
に描いている． 「前の廊」の「下の階」に三人， 「中の階」に一人， 「第三
階」即ち屋上に八人の小さな人物を配し，五層のルネサンス風の神殿正面
の最上階の屋根を画面上端に突き抜けさせることによって，人々の上に高
くそそりたつ神殿という感じを見る者に与える．そして聖書の記述通り，
「神殿の正面とわき」に「窓」を丁寧に描き， 「脇屋」は三階建で，その
「下の階」へは正面から入れないようになっている． 神殿の右側にある
「らせん階段」は「第三階」まで通じ， 「前の廊」の円柱の上のプリーズ
や本堂の窓と窓の間には「ケルビムとしゅろと，咲いている花の模様」が
刻まれている．更に「前の廊」の正面両側に巨大な柱が一本づつ立ってい
る． これは次章に述べられている青銅の二本の柱である．即ち銅細工師
「ヒラムは，青銅で二本の柱を鋳造した．一方の柱の高さは十八キュビッ
ト，ひもではかった円周は十二キュピット，青銅の厚みは指四本の厚さ
で，なかは空洞にしてあった． もうひとつの柱もおなじくつくった．それ
から，おのおの柱のうえにおくために，青銅の柱頭をふたつ鋳造した．一
方の柱頭の高さは，五キュビットで，他方の柱頭の高さも，やはり五キュ
ビットであった．編みかざりも，すなわち，柱のうえにある柱頭をおおう
ために， くさりのように編んだ製品もつくった．つまり一方の柱頭にひと
つの編みかざり，他方の柱頭にはもうひとつの編みかざり． ． ．柱のうえに
ある柱頭の上部は，蓮花の形になっていた．その高さは，四キュビットで
あった．二本の柱のうえに，つまりその最上部，編みかざりのひろがりの
うえにも，第二の柱頭が重なっていた． この第二の柱頭につけたざくろの
実は二百個で，ずらりとまわりをとりまいていた． さて， （王サロモンは）
これらの柱を，神殿の前の廊に立てた.」（15-21）挿絵の柱頭の上部もこ＄
の通り「蓮花の形」になっているし，その上も「ざくろの実」の形になっ
ている．左側の柱の下に立って柱を見上げている二人の人物の背丈と比べ
ると，柱はほぼ十八キュビットの高さに描かれている．聖書は更に王が銅
’
’
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0細工師ヒラムに命じて作らせ， 神殿の中庭におかせた青銅の「十個の台
と，台のうえの十個の洗盤，ひとつの海と海の下の十二の雄牛」（43-44）
について述べているが， 『ルター聖書」はそれらを一つづつ別個の挿絵に
大きく描いて，即ち台の上にのった洗盤の挿絵と十二頭の青銅の雄牛の上
にのった青銅の海の挿絵と，神殿に続いて建てられたサロモン王自身の立
派な宮殿の挿絵の合計三枚の挿絵を本文の間にのせている．
以上から明らかなように， 『ルター聖書』の挿絵は本文に実に忠実で，
そこに記されているものをそのまま挿絵の中に描き込もうとする． 「『四つ
の水がめにみたして，いけにえとたきぎとのうえにその水をそそげ』と命
じた」 （列王の書上18.34）と本文にあれば，その挿絵の片隅に水をそそぎ
終った空の四つの「水がめ」がきちんと描かれている．たとえそれらが挿
絵全体のまとまりを乱してもそうである．その代りに「ルター聖書jの挿
絵は，本文に記されていないこと，その時の空の様子とか地形などには何
の関心も示さない．だから「サロモンの神殿」の挿絵でもサロモン王の宮
殿の挿絵でも，青銅の海の挿絵でも背景は真白で何もない．僅かに洗盤と
その下の車のついた堂々とした台を大書した挿絵一枚だけが，左側の背景
に横線を一本引いて水平線を示し，空に雲とその影を少し，下に一艘の小
船，その手前に家と木を描いているにすぎない． しかしそれらも画面中央
に大きく描かれている洗盤や台に比べれば， ごま粒の様に小さく， メーリ
アン風の大自然の息吹きを前景へ吹きつける背景ではない． これに反して
メーリアン聖書の挿絵は聖書の本文に記されていない背景の森や山や湖や
地面の草の様子，又空の動きを丁寧に描き込む．その結果前景も風景の一
部に変ってしまう． この「サロモンの神殿」の挿絵でも， 『ルター聖書』
が四枚の挿絵を使って別個に詳しく示そうとしたものを一枚の挿絵の中に
まとめてしまう． これは『ルター聖書』が七枚の挿絵を使って示した聖幕
屋の構造やその中の道具そして司祭の服装など（出エジプトの書25-31）を
僅か一枚の挿絵にまとめたのと同じやり方である． このことはメーリアン
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聖書の挿絵が所謂「教会的」関心とは違った観点から描かれていることを
如実に物語っている． しかもその一枚の挿絵への総括の仕方が又メーリア
ン的，即ち非「教会的」で，単に四枚或は七枚の挿絵の内容をそのまま一
枚の画面の中に並列させるというやり方をとらない． 『ルター聖書」がサロ
モンの神殿をマンテニュア式に下から見上げたのに対して，彼はそれを上
から見下す．そして五層の本堂とその脇屋は真中に小じんまりと示されて
いるだけである． というのも，それをとりかこむ長方形の広大な三重のか
こい力ざ，外側へ行く程大きな中庭をかこんでいるからである．一番奥のか
こいの中の庭の正面に青銅の二本の大柱，左右に洗盤が三つづつ描かれて
いる． しかし青銅の海はどこにも見えない．神殿の前に五米もつきでた三
層の堂々たる「前の廊」も， 「らせん階段」も， 「ケルビムとしゅろと，咲
いている花の模様」も描かれていない．かこいも聖書では「切り石を三重
にかさねたうえに，糸杉の板をのせた」と述べられているが， メーリアン
はそれを城壁のように高くし，それぞれのかこいの四隅に望楼を聟え立た
せ，特に一番外のかこいの四隅には，神殿の高さ位あるロマネスク風の望
楼を描いている．聖書の本文のどこにもこのような望楼のことは述べられ
ていない．更にこの一番外の囲の外側に水はないが深い堀をめぐらし，そ
の堀にかけられた正面及び左右二箇所の石橋を渡ってしかこの神殿へは入
れないようにしてある．大砲こそ描かれていないが， これではまるで要塞
である．
更に『ルター聖書』の挿絵と著しく違う点は， 『ルター聖書』がまるで
神殿や聖器の神聖さをけがすまいとでもするかのように，その挿絵に神殿
や青銅の柱の大きさを示す為の人物，即ち柱の根元の二人と「前の廊」の
各階の数人を配しただけで，それ以外の人物を全く描いていないのに反し
て（サロモン王の宮殿の図にも海や洗盤の図にも人物はいない)，メーリア
ンはこの神域をいわば人間で満たしている点である．洗盤のある一番奥の
囲壁の中へは，正面の入口が大きく開いているにも拘らず，人影が認めら
??
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れないが，そこと二番目の囲壁との間の中庭のあちこちには既に十名程の
人物が描かれ，歩いたり，立止ったりしている．その中の一人は明らかに
本堂に背を向けて立っている．その外側，即ち二番目と三番目の囲壁には
さまれた中庭はとても広く，無数の人々がそこに描かれている．人間ばか
りではない．羊や牛などの家畜もあちこちにかたまって屯し，屋台や車の
ようなものもあれば，粉袋のようなものが地面のあちこちに並べられたり
していて， そのまわりに人が集まっているから，市が立っているのであ
る．粉袋のようなものを肩に担いでいる人，追いかけている人，棒のよう
なものを担いでいるのは兵士だろうか．走っている犬，握手をしているら
しい人達もいる．両手をあげている者，片手だけ前につきだしている者も
いる．更にこの囲壁の外をかこむ堀に面した広い道路にも，あちこちに人
々の姿が見える．徒歩者ばかりではない．馬に乗った人も17世紀風の瀧酒
な三頭立ての馬車さえも描かれている．そしてその馬車の後を犬が追いか
けている．婦人達も歩いている． 『ルター聖書』の挿絵が画面一杯に広が
る大きな神殿の中に僅かに十人程の人物を描いているだけなのに比べて，
メーリアンは何と多くの人々を描き込んでいることか．無用の者の立入り
を禁じるいかめしい神域としてではなく，その中庭で市が立つ人々の集い
の場所として神殿を描く時， その神殿は， そしてそこに祭られている神
は，それを眺める者達に大いなる親近感を抱かせないだろうか．そしてわ
れわれの注意は前面の市の賑いに目を奪われて，後方の神殿へは僅かに一
瞥を投げるにすぎない．そしてこの挿絵を見る子供達は，小さいけれども
沢山描きこまれている人物や動物達の様々な動きを追うことによって， こ
の挿絵に深い愛着の念を抱くであろう．
メーリアンは更にこの神殿の周囲を詳しく描いている．即ち前景の一番
手前，画面の一番下に横に画面をつらぬいて城壁の屋上のようなものが描
かれている． これは三頭立ての馬車が走っている堀に面した広い道路の外
側を更に大きく囲む第四の囲壁の屋上で，画面の左後方にもその一部が見
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えている． この第四の囲壁の外側，即ち神殿の後方からゆるい勾配で拡が
りながら背後の高い岡の上に至る迄と，神殿の左右の谷のように少し低ま
って再び高くなりながら彼方の岡に至る迄の所は， 円屋根やロマネスク風
の尖塔を持つ大小様々の建物でぎっしりつまっていて， 16世紀のローマを
思わせる.’6神殿につづいて十三年の歳月を費して建てられたサロモン王
自身の「レバノンの林のやかた」（列王の書上7.2）はその中のどれなのか，
あちらにもこちらにも豪壮な建物が林立しているので識別し難い．それら
の更に背後には起伏の多い高山がそびえ，そして画面左寄りのそんな山と
山の間から大きな太陽が姿を見せ四方に燦然と光を放っている． まだギリ
シア・ローマの古典様式をとどめているロマネスク様式の尖塔が太陽の光
の中に数多く照り映えているこの風景は， ドイツ人にエキゾチックな感じ
を十二分に与えたに違いない．
このようにして「サロモンの神殿」は， メーリアン聖書では高山を望む
大都市の林立する大建築群の間に抱きこまれ， しかもその中庭で市が立っ
ていて市民生活の中にとけこんでしまっていて， 『ルター聖書』の挿絵の
ように，人気を払った神域の中の威圧的な神殿という感じは全くない．神
殿も又まわりの建物同様，大きな太陽の光の下にある． メーリアンはここ
で大烏耐図を描こうとしているのである．そしてメーリアンのこの挿絵を
見る者は，ここに一幅の美しい風景画を見出すので，神殿の中にではなく，
まさしくこの広々とした風景全体の広がりの中に神の存在を予感するので
ある．
次に神のいわば敵対者である悪魔の描き方について． 『ルター聖書』の
題扉には悪魔と竜が死と共にかなり大きく描かれていて，それに対するル
ターの関心の強さを示しているが， 『ルター聖書』の|日約の部分の挿絵に
はそれらの姿は全然見られない． ｜日約聖書の本文にははっきりと悪魔のこ
とを述べた箇所があるにも拘らずである．何故だろうか．例えば， 「ヨブ
の書」は次のように述べている． 「神の子らが」主のみ前に出たとき，敵ﾕ7
’
? ?
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も，そのなかにあって，主のみ前に出た．主は，敵に向かって言われた，
『おまえは，どこから来たのか？』敵は，主に答えた，『地をめぐり歩いて
来ました』そこで， 主は，敵に向かって言われた，『私のしもぺ，ヨプに
目をとめたか？ かれのように申し分のない，正しい人で，神をおそれ，
悪をさけるものは，地上に二人とない，ゆえなくかれを亡ぽそうとして，
おまえは私をそそのかしたが，しかし，かれは，なお，申し分のない人の
ままでいる．』しかし，敵は，主に答えて言った，『皮には皮／人は，持ち
物のすべてを／自分の生命ととりかえる／あなたのみ手をのぺて，かれの
骨と肉とにふれて，試してごらんください．かれはきっと，あなたのみ顔
の前で，あなたを呪うでしょう．」そこで，主は，敵におおせられた，『で
は，かれをおまえの手にまかせる， ただ，かれの命をとるな．』敵は，
主のみ前を去った，そして，ヨプの，足の裏から頭の先まで，悪性の腫物
で苦しめた．ヨプは，陶器のかけらをとって，身をかき，灰のなかに坐っ
た．ヨプの妻が，かれに言った， 『あなたは，なお， 申し分のない人のま
までいるのですか？ 神をのろって，死になさい！』しかし，ヨプは，答
えた， 『おまえも，おろかな女たちの言うような事を言うのか？ 私たち
は，神から，よい物を貰いうける．それなら，悪い物をも，受けるべきで
はないか？』すぺて，こういう事において，ヨプは，自分の唇で罪をおか
さなかった／さて，ヨプの三人の友人は，かれをおそったこれらの不幸を
きき，それぞれ自分のところから訪ねて来た．．．かれらは，ヨプと苦しみ
を分ち，慰めようとして来て，ここで合った．かれらは，遠くから眺めた
が，ヨブとは見分けられないほどだったので，声をあげて泣いた」 (2.1一
12) 『ルター 聖書』 の挿絵は画面のほぽ中央を横にのびる切石を二段重ね
た低い壁によって二分されている．その右端はアーチ形になっていて，ョ
プの家の入口である．壁を背にしてその真中に「足の裏から頭の先まで，
悪性の腫物」が出来たヨプが低い石に腰かけている．腰のまわりをおおっ
ただけの裸身で，髪を乱したヨプは，彼の前にきちんとした身なりで，靴
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Iをはき， 立派な帽子をかぶって立っている，彼を「慰さめようとして来
た」友人達と顕著な対照をなしている．即ち立派な服装をした， ととのっ
た顔付きの友人達が，低い石に腰かけている彼のすぐ横に立っているの
で，大きな腫物だらけの体に，腫物で醜くなった顔付の彼のみじめさが一
層目だつ．友人の内一人だけがヨブを見下しているだけで，他の二人は丁
度そこへ帰って来た無帽のヨブのしもべから， ヨブの「持ち物のすべて」
の上に起った惨事の報告をきいている． 「悪性の腫物」で以前とは「見分
けられないほど」変りはてたヨブ自身は， 目の前に立っている友人達を見
ず，両手を膝にのせて， じっと自分の前を凝視している．彼の左に.｢東国
の人たちの中でも，一番資産家だった」 （ョブの書1.3）ヨブの妻らしく，
髪の多い，長いスカートをはき，髪をきちんと編んで，その上にボンネッ
トをかむった彼の妻が立っていて， ヨブを見下しながら口を開いている．
｢神をのろって，死になさい！」と言っているのであろう．
低い壁の後には「ヨブの書」第一章に述べられている悪魔のヨブに対す
る最初の試み,､即ち彼の持ち物の一切を奪って神にそむかせようとした試
みが図示されている．悪魔はサベア人をして畑で働いていたヨブ所有の五
百匹の牛と草をたべていた五百頭の牡ろばを奪わせ，そこにいた無数のし
もべを切り殺させた．又「神の火」を天から降らせ，彼の千頭の羊とそれ
を番していたしもべ達を殺させた．そしてカルデア人をして彼の三千頭の
らくだを奪わせ，そこにいたしもべ達も切り殺させた．更に長男の家を烈
風で倒壊させ，その中で食事していたヨブの息子と娘たち全員を家の下敷
きにして死なせた．だから挿絵の壁の後でも，その右側には倒壊しつつあ
る家が描かれ，そのくずれ落ちてくる家の柱などの間には息子や娘たちが
頭をおさえてしゃがみ込んでいる．その左隣りでは多数のカルデア人たち
が刀を振りかざし，槍をかついでらくだを追い立てて行きつつある．その
傍に殺害されたヨブのしもべ達の死体が見える．更にその左，即ち画面の
左側には小高い丘があり，その上に羊の群がいて，そこへは天から「神の
?????????????????????????????????????‐?????????，‐?????????????????????????????‐?????????????????，?????????????‐?‐?．?
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火」が降り，羊たちはその巨大な焔に包まれている．丘の下には長槍を担
いだサベア人の一団が画面中央に向って行進して来つつある．倒壊した家
と殺されたしもべ達の所から，一人づつ男が逃げ出している．彼らと壁の
前のヨブの三人の友人達の隣にいる無帽の男は，聖書に「私ひとりのがれ
たので， このことをあなたに知らせます」 （1.16,18,20）と述べられている
生き残って，それぞれの惨事をヨブに伝えるしもべ達である．聖書の記述
に忠実な『ルター聖書』の挿絵らしく，本文に三度しもべのことが述べら
れていたので，それと同じ数だけのしもべが描き込まれているのである．
画面中央後方のカルデア人たちの後には木や家が少し見え，更にその背後
には低い森が見える． しかしその上のかなり広い空間は， 『ルター聖書』
の他の大半の挿絵同様，真白で，何も描かれていない．以上が『ルター聖
書』のヨブの物語挿絵のすべてで， これらの災を起した悪魔自身の姿はど
こにも描かれていない．
これに反してメーリアン聖書の挿絵ではヨブの頭上に，ギリシア神話に
出てくる怪物ハルビューエのような人面女身有翼烏爪の悪魔が羽をひろげ
ている．女のように長髪を頭頂から左右に二つに分けていて，その先端は
肩に迄に及んでいる． しかし目つきには女のようなやさしさはない． エデ
ンの園の蛇のように恐しい目つきで， きっとヨブをにらみつけている．猛
獣のような大きく鋭い鉤爪のある両足を前へつきだし，その間には妙に細
長い乳房が二つ黒々と垂れ下っている．人間の顔とほぼ同じ大きさの悪魔
の顔は，そのままの太さで胴になり，その両脇から翼が出，胴の先端は蛇
のように細まり， くねっている． この悪魔は翼を拡げた人面短胴の蛇とい
った感じである．聖書では悪魔即蛇であるから蛇のような目つきは別に異
常な描き方ではない.’8ちなみに両聖書の蛇の描き方を比べてみると，例
えばエデンの園の林檎の木の蛇は， メーリアン聖書ではその頭がアダムの
頭ほど大きく， 目もむしろアダムより大きい位のそんな大蛇として描かれ
ている.19これに反して『ルター聖書』の蛇はずっと小さく，頭の大きさ
｜
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も林檎の実の大きさに及ばず，胴も細い．題扉に描かれているアダムとイ
プの図の蛇もほぼそれ位の大きさである．蛇の姿は又題扉の「旗じるしの
うえにつけられた青銅の蛇」の図の中にも描かれているが，本文の間には
さまれた挿絵の中の「青銅の蛇」もメーリアン聖書のそれが林檎の木の蛇
同様，巨大な鎌首をもたげ，旗じるしに二重三重に長い胴をまきつかせ，
体の縞まで描き込まれて特別恐しく描かれているのに反して， 『ルター聖
書』のそれは胴は太いが短かく，余り凄みがあるとはいえない．
ところでメーリアン聖書のヨプは「足の裏から頭の先まで，悪性の腫物
で苦しめ」られているはずなのに，そしてすぐ頭の上に恐しい悪魔がいる
のに，とても明るい表情をしていて， 『ルター聖書』のヨプのように，腫
物で醜い人相になっていない．彼の方が逆に自分を非難する妻に向って片
手をあげながら悠然と話しかけていて，妻の顔の方が彼への非難の為に醜
くゆがんでいる．彼は文字通り一切を奪われ，全裸であるが，正面に斜め
に背中をむけ，丁度椅子の高さに積み重ねられた藁のようなものの上に，
ごく自然な恰好で坐っている． そして彼の上に光が当っているので明る
く，彼に向い合って画面左側に立っている友人や妻の方が，彼らの後にあ
る大木の木蔭の中にいて暗い． このヨプと妻との明暗のとり方が， 『ルタ
ー聖書』の挿絵では逆である．即ち『ルクー聖書』では悪魔はどこにもい
ないのに，低い石に坐したヨプは，既に述べたように，腫物とその苦痛の
為に暗い顔をし，慰めに来た友人達には目もくれず，自分を見下しながら
非難する妻には背を向け，惜然とした様子をしているのである．
更に背景に目をやるとメーリアン聖書ではその右側に， 『ルター 聖書』
同様，倒壊する彼の長男の家や羊を焼きつくす「神の火」， 殺されて横転
している馬，逃げまどうしもべたちが描かれているが，左手の彼方には小
さな町がみえ，それをかこんで森や湖が広がり，その後方の山々は遠く裾
野をひろげている．そしてそれらすべての上に広々とした空が拡がってい
る．それ故ここでも悪魔の存在は背景の広々とした自然風景の中に吸収さ
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’れてしまう．従ってヨブに加えられた悪魔の仕業の並列描写だけの『ルタ
ー聖書』の挿絵の方がずっと悪魔の恐しさを見る者に感じさせる．
メーリアンは，又キリストが荒野で四十日間悪魔のこころみをうけたこ
とを述べている「ルカによる聖福音書」第四章や，天使が悪魔をとらえ，
千年の間深淵に投げこみ，閉じこめておくであろう， と記されている「黙
示録」第二十章の挿絵などに悪魔を描いている．先ず，後者に関して言え
ば， 「ルター聖書』もメーリアン聖書もこの「黙示録」の悪魔の描き方に
関しては殆ど相違が認められない．なぜならルター聖書の研究家であるパ
ウル・ピーチェが「『ルター聖書」の『黙示録』の挿絵はデューラーの挿
絵を模範として描かれたことは疑いない｣,20と言っているように， デュ
ーラーが「黙示録」の為に有名な十五枚の木版画を発表して以来,21どの
挿絵画家もこの彼に依って確立されたいわばこれらの対象の描き方の規格
の枠内で描いているからである．従って『ルター聖書』の「黙示録」に描
かれている悪魔はデューラーの描いた悪魔と同じ様に全身えびのような甲
羅におおわれているし， メーリアン聖書の「黙示録」の悪魔はデューラー
のそれと同じ様に四つ足で，猛獣の足のように鋭い鉤爪をもっている． し
かし既に述べたように， 『ルター聖書』の題扉の悪魔や竜はむしろ毛深い
熊のような体で，甲羅をかむっていず， メーリアン聖書の「ヨブの書」の
悪魔も烏の如く二本足で， 「黙示録」に於ける描き方とは異なっている．
だからデューラーの強い影響下にある「黙示録」の挿絵よりは前者，即ち
「ルカによる聖福音書」第四章の挿絵の中にメーリアンの悪魔の描き方の
特徴がはっきり現われている．但し『ルター聖書』には「黙示録」以外の
新約の部分に対しては，四福音書の著者であるマテオ，マルコ，ルカ， ヨハ
ネの挿絵と，パウロとペテロがそれぞれの手紙を使者に手渡している挿絵
以外には，本文の内容に関する挿絵は一切のせられていない．何故ルター
が新約聖書のこの部分に壗絵をそえなかったのか， この問題については，
ここでは，それは「人はただ信仰によってのみ義とせられる」という彼の
’
’
’
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主張と深い関係がある， とだけ述べておこう．
「イエズスは」－と聖書は述べている－「聖霊にみちてヨルダン川
から帰られてのち，霊によって荒れ野に連れていかれ，四十日のあいだ，
悪魔のこころみをおうけになった．その間，なにもお食べにならなかった
ので，その期間がすぎると飢えておられた．すると悪魔が『あなたが神の
子なら， この石にパンになれと命じなさい』 といったが， イエズスは，
『＞人はパンだけで生きるのではない， （また：神のすべてのみことばによ
る)＜と書かれてある』とお答えになった／〔悪魔は〕またかれを高いとこ
ろにつれていき…」 （ルカ4．1－5）この挿絵の画面の右寄りに後光を戴
いたイエズスが岩に腰かけている．その前に悪魔が立ち，左手で石をさし
出しながら「この石にパンになれと命じなさい」と言っている． しかしこ
こでは悪魔は翼をもった烏でも，甲羅におおわれた竜でもなくて，ガウン
を着たサテュロスである．二本の山羊角を頭上に生やし，雄山羊のひげを
顎下にたくわえている．ガウンの裾からは蹄のある二本の山羊足と長い尻
尾がのぞいている．腰のベルトのまわりに食物袋や腸詰，水筒，刷毛のよ
うなもの，紙，筆筒などをぶらさげていて，四十日間食べずにいて「飢え
ておられた」イエズスにこれみよがしの恰好をしている．胸には二つのペ
ンダントをたらし，たださえ狭い額に深い雛を寄せて立腹の表情である．
説教の時のように両手を少しあげながら悪魔に答えているイエズスは，古
代ローマ人風のトーガをまとってやややつれてはいるが穏かな顔付で描か
れている．聖書には「荒れ野」 (Wiiste)と述べられているが，彼らのま
わりは密林で，蛇のように曲りくねった根や幹をもった木々が鯵蒼と茂っ
ている．地面にも大きな草が生えている．左手寄りの背景の密林の間に広
い湖或は沼が見え，その水は滝になって前景へ流れ落ち，悪魔の後の川を
通って画面下端に流れ去っている．滝の両側は大きな岩にはさまれ，対岸
には棗椰子が二本，その幅広い毒のような葉をまわりに広げている．空に
は雲が描かれ，その高みを烏が二羽飛んで行く．又別の一羽は滝の上をか
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すめながら飛んでいる．
「荒れ野」をこのような密林に変えたのは悪魔を森の神サテュロスにし
た為であろうか．それはともかく， メーリアンがここで悪魔を単に非現実
的空想的怪物として，いわば抽象化しないで，或は『ルター聖書』の題扉
の悪魔のように，それを力はあるが愚鈍な熊のような存在として示さない
で，具体的に好色漢，獣欲的人間の比職である半人半獣のサテュロスとし
て描いていることは，獣欲或は肉欲即悪魔の仕業という彼の考え方を示し
ている．そしてこの考え方乃至見方はメーリアン聖書の挿絵にはっきりと
した道徳的教訓的性格22を与えている．即ち肉欲を始め殺人，残虐行為
などの悪行を克明に描くことによって悪魔の仕業に対して人々に警告を与
えるという意味で教訓的な意図がそこにうかがわれる． ヨゼフを誘惑する
ポテイファルの妻（創世の書39.7-23）や二人の長老に不意打されたスザン
ナ（ダニエル13.1-64）は何と丹念に描かれていることか．『ルター聖書」
のそれとは比較にならない程である．そしてこのことを， メーリアンが神
を抽象的幾何学模様として描いたことと結びつけて考えると， 『ルター聖
書』の挿絵との相違は一段と明瞭になる．即ち『ルター聖書』の挿絵は神
を具象的に描くが，悪魔は描かない． これに反してメーリアン聖書の挿絵
は神を抽象的にしか示さない代りに，悪魔とその仕業を具象的に描く．前
者は神を讃えることを主眼とし，後者は悪魔の所業を克明に描写すること
を主眼にしている． このような観点からメーリアン聖書の挿絵を今一度見
直すと，その到る所に殺人や肉の誘惑など悪魔の所業の入念な描写が認め
られる．勿論そこには，ハルトラオプが指摘しているように，程なく勃発
する三十年戦争を目前にした当時の残虐さを恐れない，否それを愛好する
風潮が影響を与えていることは否定出来ない.23しかし単にそれだけでは
ない．それらの描写はそれらへの警告を発する為に描かれたものである．
なぜならそれらの悪行の背景には必ず広々とした自然風景がひろがり，そ
れらを見下し，それらを裁いているからである．
’
｜
’
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以上の考察から『ルター聖書』の挿絵があくまで本文に忠実で，本文の
解説的挿絵であったのに反して，メーリアン聖書の挿絵は神の遍在する大
自然の風景の中に聖書の事件を，いわば挿話として，警告として，描きこ
んでいる，と結論することが出来る．
では，メーリアン聖書の屋内の事件だけを描いた挿絵はどうか，という
疑問が次に浮んでくる．事実そのような屋内だけの挿絵はメーリアン聖書
の234枚の挿絵の中 32枚あるが，これについては又機会を改めて述べたい
と思う．
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dem deutschen Schriftsteller zur Norm geworden. Ebenso sind 
auch die Illustrationen der Lutherbibel für die Bibelillustratoren 
im folgenden Zeitalter ein Vorbild. Deswegen werden hier gerade 
die Bilder der Lutherbibel mit denen der Merianbibel verglichen, 
um die Eigenart dieser Bllder herauszufinden. 
In der Lutherbibel ist Gott als herrlicher König im Reich Gottes 
dargestellt. Er trägt also eine Krone, hat das Zepter und den 
Reichsapfel in den Händen und einen Königsmantel um. In der 
Merianbibel ist er dagegen nicht als Person, sondern als eine runde, 
sonnenhafte, geometrische Figur oder als Naturlandschaft mit 
hohen Bergen, großen Seen und weitem Himmel abgebildet. Die 
Schönheit und Erhabenheit der gezeichneten Landschaft flößt uns 
Ehrfurcht vor der Gott-Natur oder Sehnsucht danach ein, was bei 
der Lutherbibel keineswegs der Fall ist. 
Sehr bemerkenswert ist, daß der Teufel, die „Offenbarung 
Johannes" ausgenommen, in den Bildern zur Lutherbibel nie 
auftritt, während er in denen zur Merianbibel oft da ist. Merian 
stellt ihn bald als Vogel mit menschlichem Gesicht und Schlan-
genschwänzchen, bald als Satyr dar. Jedenfalls scheut er sich 
nicht, dem Teufel eine konkrete Gestalt zu geben. Und wenn 
man denkt, daß ein Satyr, der geile Feld-und Waldgott, das Bild der 
rohen grobsinnlichen, halbtierischen Menschennatur ist und daß 
Merian in seinen Kupferstichen zur Bibel viele grausame Szenen 
sehr realistisch gezeichnet hat, so begreift man gleich, daß hier 
in der Merianbibel eine höchst moralische Absicht herrscht. 
Der Meiser stellt nämlich die Taten Satans sinnlich dar und will 
dadurch die Leser davor warnen. Und dabei vergißt er niemals, 
eine Naturlandschaft aus dem fernen Hintergrund ruhig auf solche 
menschlichen Taten herabsehen zu lassen. Eben diese Darstel-
lungsart ist m. A. die eigentümlichste der Merianbibel. 
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